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1.防災福祉K-Netの概要

2.地域が実施する安否確認について

3.柏市防災福祉K-Netに関する質問と
回答

資料内容
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日ごろ自宅で生活され，災害時，ひとりでの避難が困難な方について，
地域の方の協力により，可能な範囲での安否の確認や避難支援を行う，
住民相互の助け合い（共助）の制度です。

柏市役所

避難行動要支援者

町会・自治会・区等

登録申請

（地域への情報提
供に同意）

名簿・地図提供

支援体制の構築

避難行動要支援者（以下，
「要支援者」）と支援者の組
み合わせ

ステップ１

ステップ２

ステップ３

防災福祉Ｋ－Ｎｅｔの概要

防災福祉Ｋ－Ｎｅｔ （かしわネットワークの略称） とは
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避難行動要支援者の要件対象者（柏市）
1. 介護保険要介護３以上の認定者

2. 免疫機能障害者を除く身体障害者１級及び２級

3. 視覚障害・聴覚障害４級以上

4. 音声・言語機能障害３級以上

5. 肢体不自由（下肢・体幹機障害）３級以上

6. 療育手帳中度（Ｂ-１）以上

7. 精神保健福祉手帳１級

8. 小児慢性特定疾患治療研究事業の受給者のうち重症患者（小児
慢性特定疾患重症患者認定基準該当者）

9. 特定疾患治療研究事業受給者のうち重症患者

10.ＡＬＳ（筋萎縮性側策硬化症）患者

避難行動要支援者とは

上記のほか，自ら登録を希望されたかたについても，随時登録を受
け付けています。 4



参考資料：K－Net制度に関する経緯

時期 主な出来事 安否確認対象者

平成１８年度

・災害時要援護者の避難支援ガイドライン（H18.3）が国から示され，
Ｋ－Ｎｅｔの立ち上げ
・４つのモデル地区（西山・豊四季台・南増尾・大津ヶ丘） 希望者

（手あげ方式）

高齢者，障害者，乳

幼児，妊産婦，日本
語が不自由な外国

人など

平成２０年度 ・Ｋ－Ｎｅｔ全市展開

平成２３年
３月

・東日本大震災（柏市では震度５強観測）において，Ｋ－Ｎｅｔを初めて運用

・発災後72時間で，当時の登録者5,216人のうち4,787人（約92％）が町会
や民生委員等の協力により安否確認された

平成２４年度 ・町会等を対象に，Ｋ－Ｎｅｔ研修会開始（以降，例年実施／一部，感染症の影響のため中止）

平成２５年
８月

★災害対策基本法の一部改正★
・避難行動要支援者名簿の作成を市町村に義務付け
・対象者の要件等は各自治体で定める
・本人同意が得られた場合は，平常時から名簿の提供可能

・災害により生命に危険が迫り必要があるときは，自治体の長は不同意者を
含む名簿の開示をすることも可能

平成２７年度

・柏市の要件該当者の範囲を定める
・従来からあるK-Net制度を活用し，避難行動要支援者名簿の作成を進める

・平成２８年１月既存登録者に法改正等をお知らせすると共に，要件該当者
に制度案内と登録の意思確認を行う文書を発送

要件該当者
及び
希望者

（同意・不同意
意思確認方式）

平成２８年度
以降

・要件に新規該当したかたに，制度案内と登録の意思確認を行う文書を発送
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町会等の地域支援者・民生委員に，柏市が

登録情報を提供することに，同意して
いただいています。

注意

ステップ１ 災害時に支援を必要とする方の柏市への届出 ①

希望者には窓口（※）で

救急医療情報キットを

提供しています。（後述）

※福祉政策課，沼南支所

近隣センター（一部除く）

登録申請書を柏市へ提出

柏市全体（Ｒ５．３末現在）
登録者（同意者）数 約6,150名
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ステップ１ 災害時に支援を必要とする方の柏市への届出 ②

平成２４年２月より日本赤十字社千葉県支部柏地区と協力し，Ｋ－Ｎｅ
ｔに登録（同意）した避難行動要支援者に提供しています。

Q)災害時救急医療情報キットとは？

万一，自分の体の状態をうまく伝えられない場合や，意識のない場合にも，キットの中の
情報を活用して救急隊や医療関係者にその情報が正確に伝わり，救命に役立つという
ものです。

使用方法

１.医療情報，緊急連絡先などを，
「救急医療情報登録票」へ記載
し，キットに同封する

２.冷蔵庫の中にキットを保管し，
シール等を所定の場所に貼る
※保管場所は，一般的に家庭にあり，
比較的丈夫である冷蔵庫に統一しています 7



２５７町会／２７６町会中（R４年度）

ステップ２ 名簿・地図の提供

町会等へ「名簿受領に関する同意書」と引換えに提供

例年７月～８月頃に更新
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名簿等の取扱上の留意点

項目 内容

利用
名簿等に記載されている情報は、町会等で避難行動要支援者を支援する目
的にのみ利用することができます。

管理 名簿等は、盗難・紛失のないよう、町会等の責任者が厳重に保管します。

複写
名簿等は、避難行動要支援者の支援活動に当たり複写して使用する必要が
あるときは、町会等の責任者が使用後速やかに回収し、適切に廃棄します。

秘密の保持
名簿等から知り得た個人情報は、みだりに町会等以外の第三者へ漏らすこ
とはできません。

返却 名簿等を返却するよう市から求めがあったときは、速やかに返却します。

町会長・自治会長・区長等の責任者が交代した場合は，
新しい責任者へ名簿等の引継ぎを確実に行うようお願いします。
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ステップ３ 支援体制の構築

町会等が主体となり，地域の実情に合わせて取り組みます。

①柏市から避難行動要支援者名簿・地図を受領

②どのような支援体制で取り組むかを町会内で相談

③支援者と要支援者の顔合わせ

④安否確認訓練の実施

まず，要支援者の把握を行いましょう

要支援者の近隣（個人），班や階・棟（グループ）などの中から

支援者を募る，または役員が担うなどし，誰が支援者となるのか，

結果を誰（どこ）に報告するかなど，支援の体制作りをしましょう

一例として
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要支援者の近隣の知人等

隣近所の住民

役員が担う

個人支援者

参考資料

支援体制の構築例

回覧などで募集

〈補足〉組織的対応がとりやすく，
任期があり，支援者を依頼しやす
い一方，役員交代の度に支援体
制の引継ぎ・更新の必要がある。

町会長や民生委員

班長・組長など

防災役員・自主防災組織

〈補足〉元々の顔見知りのため，
改めて個人情報を伝える必要が
ないが，組織的な対応が取りに
くく，支援者候補の方に個別説
明が必要である。

要支援者含む
全戸の安否確認をするため特定不要

班員等のグループで支援

発災後に特定
（防災拠点に集まった役員で対応等）

支援者を
特定しない 〈補足〉全戸安否確認をしやすい

よう，共通の目印（無事ですカー
ド等）を用いている町会もある。
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安否確認について ①

何よりも先ず，ご自身とご家族の身の安全が最優先です。

①安否確認

②避難支援

避難行動要支援者の安否が気遣われる場合は，支援者が中心となり，

避難行動要支援者のお宅に向かい，安否の確認を行います。

避難が必要な場合は，周囲の方に協力を求め，避難のお手伝いをしてく

ださい。地震の場合，倒壊家屋からの救出は危険や困難が伴うため，無

理に救出せず，消防などの防災機関へ協力を求めて下さい。

地域の皆さんが，協力できる範囲で次のことが望まれます。

※支援者が義務や責任を負うものではありません。

③安否確認の報告（後述：震度５強以上の地震）
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強い揺れを感じたら，テレビ・ラジオ・スマホ等で震度を確認
し，安否確認の御協力をお願いします。

安否確認について ②

震度５強以上の地震の際は，安否確認を！（注）

③安否確認の報告

柏市が震度５強以上の場合，近隣センター（支所のようなもの）

が「地区災害対策本部」として開設され，職員が参集します。

町会等で取りまとめた安否確認情報を，地区災害対策本部へ

情報提供することに御協力お願いします。
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その他災害または地域が限定された災害等で，
「市から個別に」本制度に基づく安否確認の
協力を依頼する可能性があります。



1 豊四季台 豊四季台近隣センター 豊四季台1丁目1番116号 04-7144-1000

2 南　部 南部近隣センター　 新逆井2丁目5番13号 04-7173-1000

3 田　中 田中近隣センター 大室249-1 04-7133-1000

4 西　原 西原近隣センター 西原3丁目2番48号 04-7154-2000

5 永楽台 永楽台近隣センター 永楽台2丁目11番25号 04-7163-1201

6 富　勢 布施近隣センター 布施1196-5 04-7132-3100

7 増　尾 増尾近隣センター 増尾3丁目1番1号 04-7174-7211

8 光ヶ丘 光ヶ丘近隣センター 光ヶ丘団地200-5 04-7175-0033

9 新　富 新富近隣センター　　　 豊四季945-1 04-7145-1945

10 高田・松ヶ崎 高田近隣センター　　　　 高田693-2 04-7144-9292

11 新田原 新田原近隣センター 東柏2丁目2番15号 04-7167-1276

12 松　葉 松葉近隣センター　　　　 松葉町4丁目11番地 04-7133-2200

13 藤　心 藤心近隣センター　　　　 藤心4丁目1番11号 04-7176-3700

14 酒井根 酒井根近隣センター　　 酒井根653-4 04-7175-2400

15 柏中央 アミュゼ柏 柏6丁目2番22号 04-7164-4552

16 風早南部 高柳近隣センター

　　地区災害対策本部（20地区）

№ 地区エリア 施設等 住　所 電話番号

高柳1652-10 04-7193-1110

17 旭　町 旭町近隣センター 旭町5丁目3番32号 04-7144-8900

18 富　里 富里近隣センター 富里2丁目4番4号 04-7173-9531

19 風早北部 沼南近隣センター（ひまわりプラザ）　　　大島田440-1 04-7192-1111

20 手賀 手賀近隣センター 柏市柳戸511-11 04-7191-8022

安否確認について③
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参考資料

災害時（地震）の報告フロー図（一例）

地
区
災
害
対
策
本
部

（近
隣
セ
ン
タ
ー
）

災
害
対
策
本
部

（市
役
所
）

安否確認報告

近所の町会員
（支援者）

要支援者
Ａさん

要支援者
Ｂさん

要支援者
Ｃさん

町会等の
災害時拠点
(ふるさと会館
や集会所など)

情報を
取りまとめる

民生委員

大丈夫
ですか⁉

大丈夫
ですか⁉

大丈夫
ですか⁉

名簿管理者
（担当役員
・会長）

情報を
まとめて
報告

情報を
まとめて
報告

安否確認情報を集約
＆

市内被害状況を集約

グループ支援

公的支援・公的救助につなげる

個人支援

被災
現場

K-Net登録者
（要支援者）

安否確認報告
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柏市防災福祉K-Netに関する質問と回答 （柏市HP抜粋：支援者向け）

質問 回答

支援者になったら、救出・
救護までしなければなら
ないのですか？

いいえ。

第一の目的は、要支援者の安否確認になります。救出救護が必要な場合は、市
や消防、警察等の公的機関に連絡してください。連絡が取れない場合で、急を要
する場合は近所の方や自主防災組織と協力して対応して下さい。（危険をおかす
ことは避けてください。）

支援できなかった場合に
責任はあるのですか？

いいえ。

支援は、あくまでも支援者本人及び御家族等の安全が確保された後に行ってい
ただくものであり、決して責任を負うものではありません。

町会・自治会に加入して
いない人も支援するので
すか？

支援します。

町会加入の有無と災害発生時の救出救護には因果関係がないためです。この
制度をきっかけとし、町会活動に理解をいただき、地域福祉推進につながればと考
えております。

支援者は誰でも良いので
すか？

出来るだけ隣近所の方がベストです。

しかし、個別の支援者を確保することが難しい場合は、町会・自治会・区等の班
や組、また、棟単位で支援するという方法もありますので、地域の実情に合わせて
支援体制を決めてください。

なぜ地域（町会・自治会）
に協力を求めるのです
か？

大地震発生直後は、行政機能が麻痺するため、要支援者の安否確認や救出活
動を迅速に行うためには、自主防災組織を核とした近隣住民同士での協力が必要
不可欠となります。

市内の先進的な町会・自治会では、防災マップづくりや、日頃から要支援者に対
しての見守り活動が行なわれるなど、既に災害対策の取り組みが行われており、
これらの取り組みを市域全体に広げたいと考えております。 16



柏市防災福祉K-Netに関する質問と回答 （柏市HP抜粋：要支援者向け）

質問 回答

防災福祉Ｋ－Ｎｅｔに登録
をしたら必ず助けてくれる
のですか？

いいえ。必ず助けに来れるとは限りません。災害発生時には、支援者のかたも被
害を受けていたり留守にしていたりということも考えられます。

しかしながら、登録した方が登録しないよりは、はるかに安否確認や救出活動が
円滑かつ迅速に行うことができると思われますので、不安がある方は、是非、登録
してください。

また、登録したからといって安心はせず、日頃から地域の活動に参加し関わりを
持つようにする、家の耐震改修や家具の固定、非常持ち出し品の準備等、御自身
で出来る最低限のことは行っておくようにしてください。

支援者選びは、誰がする
のですか？

町会・自治会・区等（または自主防災組織）が中心となり要支援者と支援者の組
み合わせを行います。

町会等で支援者を募集した上で、支援者選び（要支援者と支援者の組み合わせ）
を行っていただきますが、町会等の実態に応じて組み合わせ方も様々です。
【組み合わせ方法1】
要支援者と支援者の組み合わせが1対1や1対2といった個人支援の方法
【組み合わせ方法2】

町会の班や組単位等で見守り体制をとる方法（戸建住宅で構成される町会・自治
会に有効）
【組み合わせ方法3】
棟単位で見守り体制をとる方法（集合住宅で構成される町会・自治会に有効）

プライバシーは保護され
るのですか？

要支援者から提供された個人情報は、支援者や民生委員児童委員、町会・自治
会（自主防災組織）等において要支援者支援の目的のみに利用されます。
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柏市防災福祉K-Netに関する質問と回答 （過年度研修会より①）

質問 回答 （活動事例やアドバイス等）

要支援者の個人情報をどこ
まで開示してよいか分らない

・支援体制を構築するにあたって，支援者などの関係者へは知らせていただき，
情報共有をしてください

・担当の安否確認する方が誰か，どこに住んでいるか，なぜ支援が必要か，必要
な範囲の情報を支援者と共有し，緊急連絡先などの詳細情報は開示しなくても
よいです
・なお，地区の民生委員にも同じ名簿の提供を別途行っています

要支援者のうち町会未加入
者の対応に苦慮している

支援者が町会加入者になるので，市から加入を促していますが，強制はできま
せん。加入依頼をしても入っていただけない場合は，町会加入者を優先して安否
確認をしていただいても構いませんが，可能な範囲で町会未加入者の安否確認
についても御協力をお願いします。

要支援者の名簿の中に（見
た目）元気そうな方がいるが
支援が必要か

※見た目だけでは判断出来ない障害をお持ちの方もいるため，御協力お願いい
たします

元気そうな方については，要支援者として登録する一方で，支援者としても活
動してもらってはいかがでしょうか

新しく登録した方には救急医
療情報キットは提供されてい
るのか

希望者には窓口（福祉政策課，沼南支所，地区災害対策本部となる近隣センタ
ー）で提供しています
なお，郵送等による送付は対応しておりません

Ｋ－Ｎｅｔ登録者は毎年更新
をしているのか

原則，一度登録をすると変更等の連絡がない限り継続しています

市外転出・介護施設等への転居・お亡くなりになった方について，住民票の異動
情報から把握した場合は，名簿の更新時に除外しています。
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柏市防災福祉K-Netに関する質問と回答 （過年度研修会より②）

質問 回答 （活動事例やアドバイス等）

支援者が思うように集まら
ない・集めることが難しく対
応に苦慮している

●支援者の負担を減らす取組事例
・支援者の役割は，安否確認のみにしている
・平常時の見守り活動等は実施しない
・１年に限り，班長/組長等の責務として安否確認と本部への報告を周知徹底した
・特定の人でなく，複数人（班）で対応することとした
●支援者を集める取組事例
・支援者が足りないところは向こう三軒両隣に直接お願いしている

・要支援者から，すでに付き合いのある近隣の方をお聞きし，支援者になってもら
うよう依頼しているため，マッチングも不要である

・年度初めに町会で独自に要支援者を募集しているが，同時に支援者も募集して
いる（全戸配布）
・全戸の安否確認をする町会ルールを作り，支援者は特定しない

毎年，役員・会長等が変わ
るため継続した取組みが
難しい

・Ｋ－Ｎｅｔや防災担当者を数名，複数年任期で置いたらいかがでしょうか

・事例：役員は任期終了後も一年間は防災委員の一員として有事の際は支援を行
うようにした
・事例：支援者は一度なっていただいたら継続していただいている

名簿は紙ベースのみか 市から提供するものは，紙ベースのみとなります

地区災害対策本部への安
否確認の報告は，電話が
つながらない場合等はどの
ようにするか

電話がつながらない場合，遠方であっても足を運んでの報告をお願いします
高出力トランシーバーが配備されている地区は活用いただければと思います
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ご視聴ありがとうございました
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